






 

昨年に引き続き同じタイトルで継続研究を行った。本年度は学校検尿実施後の事後管理に

あって,判定委員会の存在しない地域での実態について第 2 次検尿結果を調べることから

開始した。そして,これらの地域に対する事後管理善処の働きかけを如何になすべきか,特

に,我々,小児腎疾患専門医がいかなる機能を発揮すべきかについて検討した。 


